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徒 :公共図書館 ｡女性 ｡アメリカ社会,1876弓920年』(原著 :1979;田口瑛子訳,日本図書館
研究会,1996)があります｡ギャリソンは歴史学の研究者で図書館学から入った人ではありま



























(1871)を皮切りに､サウス｡ボストン分館 (1872)､ロックスバ リー 分館 (1873)､さらにチャー



























































デンバーグの枠組みを適用した論文がいくつかあります (原著 :2007;川崎良孝 ｡久野和子 ◎
村上加代子訳,京都大学図書館情報学研究会発行,日本図書館協会発売,2008)｡さらに現代の
図書館の分析にも第 3の場という枠組みが使われています (GloriaJ.Leckie,Jeffrey



































































































































『すべての人に無料の図書館 :カーネギー図書館とアメリカ文化 1890-1920年』(川崎良孝 ｡
吉田右子 ｡佐橋恭子訳,京都大学図書館情報学研究会発行,日本図書館協会発売,2005)があ
ります｡この本は従来の図書館史研究にはない､斬新な視点と方法を備えた研究書です｡一方､
5節の背景で示したような関心は当然ながら､現在の図書館や図書館情報学の分析にも用いら
れ､哲学や社会学の理論的枠組みを用いる研究論文が多くなってきました｡例えば､既述のブッ
シュマンやレッキーの他にも､J.バッド(JohnBudd)､G.ラドフォ-ド (GaryRadford)
などがその代表です｡特にバッドはヨーロッパの哲学や社会学の豊かな素養を背景に､図書館
および図書館学の基盤について精力的な研究を続けています (Budd,Knowledgeand
Knowl'ngl'nLl'bzTaryandZnformatl'onScl'ence:APhl'osophl'calFramework,Lanham,
Md.,Scarecrow Press,2001;Budd,Self-examl'natl'on:ThePTeSentandFutureof
Ll'bran'anshlp,Westport,Conn.,Libr･aries Unlimited,2008;Radford,'lLibraries,
Librarians,andtheDiscourseofFear/Ll'braryQuaI･terly,vol.71,2001,p.299-329)0
僕が興味を持っている分野をみますと､最近のアメリカの研究はかなり質が上がっています｡
それとともに､以前の図書館史研究は研究の境界が明確でしたが､最近では学際的な方向に向
かうとともに､現在の図書館現象に関する研究と融合しあうようになってきました｡これは重
要なことだと思います｡
京都大学の授業で半期をかけて話すことを､今日は1時間に強引にまとめてみました｡こう
いう機会を与えてくださったことに､あらためてお礼を述べ､発表を終わらせていただきます｡
※本稿は桃山学院大学教授志保田務先生 (本学教育学部非常勤講師)の退職記念会 (2008年5
月10日開催)での特別講演の講演録である｡ この記念会には120名以上の参加があった｡
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